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ー

テ

キ

ス

『
論
語
』

諸
テ
キ
ス

卜
異
同
に
よ
る
類
型
区
分
ー

日
本
に
は
、
魏
の
何
晏
（
一
九

0
ー
ニ
四
九
）
の
論
語
集
解
（
古
注
）
、

こ
れ
に
疏
釈
を
施
し
た
梁
の
皇
侃
（
四
八
八
ー
五
四
五
）
の
論
語
集
解
義

疏
、
北
宋
の
邪
昂
（
九
三
ニ
ー
一

0
-
O
)
ら
の
論
語
注
疏
な
ど
、
古
注

系
論
語
テ
キ
ス
ト
の
旧
本
が
多
数
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
永
い
伝
承
過
程

の
な
か
で
生
じ
た
多
く
の
異
同
が
あ
る
。

こ
こ
に
文
献
整
理
の
問
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
を
比
較
的
妥
当
な
テ
キ
ス

ト
と
し
て
判
定
す
る
か
と
い
う
テ
キ
ス
ト
評
価
の
問
題
が
あ
り
、
よ
り
精

確
な
テ
キ
ス
ト
を
い
か
に
作
る
か
と
い
う
テ
キ
ス
ト
校
勘
の
問
題
が
あ
り
‘

そ
し
て
諸
旧
本
は
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
た
か
と
い
う
テ
牛
ス
ト
系
統
を
探

る
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
係
わ
る
精
密
な
注
釈
を
い
か
に
作
る

か
な
ど
の
問
題
と
並
ん
で
必
要
な
文
献
整
理
で
あ
る
が
、
諸
旧
本
の
伝
承

系
統
あ
る
い
は
伝
承
情
況
が
文
化
の
時
代
的
性
格
を
か
な
り
よ
く
反
映
し

て
い
る
と
い
う
面
か
ら
見
て
、
文
献
整
理
は
、
文
化
史
の
知
識
を
要
求
し
、

逆
に
文
化
史
研
究
に
も
有
効
な
方
法
を
提
供
す
る
。

さ
て
、
王
朝
時
代
に
は
、
学
問
・
文
化
は
王
朝
に
集
中
し
、
論
語
の
読

解
・
研
究
な
ど
、
学
問
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
論
語
学
は
、
王
朝
博
士
家

（
中
原
家
・
清
原
家
な
ど
）
で
行
わ
れ
、
や
が
て
独
占
的
な
家
学
が
成
立

す
る
に
至
っ
た

(
1
)
。

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
時
代
（
一
―
九
二
—
―
―
―
―
三
三
）
・
室
町
時
代
（
一

三
三
六
—
一
五
七
三
）
の
両
幕
府
時
代
は
そ
の
独
占
が
崩
れ
、
博
士
家
の

家
学
が
流
出
し
て
公
家
・
僧
侶
•
武
家
な
ど
広
く
知
識
人
の
間
に
普
及
し

た

(
2
)
。
論
語
旧
本
の
現
存
情
況
の
上
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
論
語
集

解
は
鎌
倉
中
期
以
後
か
ら
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
時
代
に
は

論
語
集
解
義
疏
が
よ
く
読
ま
れ
た
。
鎌
倉
仏
教
の
成
立
そ
れ
に
続
く
信
仰

仏
教
の
大
衆
化
と
い
う
時
代
趨
勢
の
中
で
、
儒
道
・
儒
仏
の
混
滑
す
る
テ

キ
ス
ト
が
、
と
く
に
後
に
は
義
疏
が
歓
迎
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

寺
院
・
僧
侶
が
論
語
諸
旧
本
の
伝
承
者
と
し
て
よ
く
現
わ
れ
る
の
は
そ
れ

を
示
し
て
い
よ
う
。

ト
旧
本
の
文
献
整
理

橋

本

高

勝

CI) 
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宋
学
は
す
で
に
南
北
朝
時
代
(
-
三
三
一
ー
九
二
）
に
行
わ
れ
、
論
語

諸
旧
本
に
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
中
世
末
ま
で
の
論
語
学
は
古
注
系

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
の
が
依
然
大
勢
で
あ
っ
た
。
対
し
て
近
世
の
江
戸
時
代

は
、
仏
教
が
壇
家
制
度
と
い
う
政
治
的
に
再
編

(
3
)
さ
れ
た
枠
組
み
の

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
も
禁
圧
さ
れ
て
、
宗
教
的
活

力
を
喪
失
し
た
宗
教
不
毛
の
時
代
で
あ
り
、
政
治
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ

の
政
治
の
時
代
に
歓
迎
さ
れ
隆
盛
し
た
の
が
宋
学
な
か
で
も
朱
子
学
で
あ

り
、
南
宋
朱
憲
（
―
-
三
0
|
―
二

O
O
)
の
新
注
で
あ
る
論
語
集
注
が

流
行
し
、
広
く
下
級
武
士
・
庶
民
に
ま
で
普
及
し
た
。
こ
の
新
注
流
行
の

中
で
、
根
本
遜
志
が
校
訂
を
施
し
、
論
語
注
疏
に
な
ら
っ
て
書
の
体
裁
を

改
め
て
、
寛
延
一
―
―
年
（
一
七
五
〇
）
に
出
版
し
た
論
語
集
解
義
疏
、
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
根
本
本
で
あ
る
。

日
本
と
中
国
と
は
、
と
も
に
仏
教
流
行
の
中
世
が
あ
り
、
朱
子
学
流
行

の
近
世
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
国
際
色
豊
か
で
発
想
の
比
較
的
自
由
で

多
様
な
中
世
は
、
中
国
で
は
は
る
か
昔
の
十
世
紀
初
頭
に
終
わ
り
、
日
本

と
は
七
百
年
ほ
ど
の
較
差
が
あ
る
。

中
国
で
は
、
近
世
官
僚
社
会
の
成
立
と
相
侯
っ
て
新
儒
学
が
展
開
し
、

経
学
の
様
相
が
一
変
し
た
。
こ
の
北
宋
新
儒
学
を
集
大
成
し
て
朱
子
学
が

成
立
し
た
南
宋
初
期
、
十
二
世
紀
に
は
、
論
語
集
解
義
疏
は
す
で
に
亡
侠

し
、
朱
憲
の
四
書
章
句
集
注
が
六
朝
唐
宋
の
注
疏
を
圧
倒
し
て
流
行
し
て
、

宋
元
明
清
四
王
朝
、
約
七
百
年
の
経
学
界
を
席
捲
し
た
。
こ
れ
を
支
え
た

ニ
ネ
ル
ギ
ー
は
庶
民
の
官
僚
志
向
と
い
う
政
治
的
関
心
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
も
よ
い
。

経
学
の
様
相
が
一
変
し
た
外
的
条
件
と
し
て
、
の
形
体
の
変
化
、
製

法
の
変
化
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
書
の
場
合
、
近
世
初
期
の
五
代

（
十
世
紀
）
に
刻
版
印
刷
が
始
ま
っ
て
（

4
）
、
写
本
に
代
っ
て
刊
本
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
書
の
形
態
も
巻
子
本
か
ら
折

子
本
そ
れ
か
ら
冊
子
本
へ
と
変
化
し
、
北
宋
か
ら
は
冊
子
刊
本
が
普
及
し

た

(
5
)
。
中
世
の
巻
子
写
本
に
比
べ
、
近
世
の
冊
子
刊
本
は
閲
読
に
便

利
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
の
普
及
を
も
一
段
と
容
易
に
し
た
の
で

あ
る
。日
本
の
中
世
は
、
中
国
の
近
世
に
お
く
れ
て
始
ま
る
が
、
い
ま
だ
写
本

の
時
代
で
あ
っ
て
、
日
本
の
刊
本
が
広
く
行
わ
れ
る
の
ほ
江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
論
語
テ
キ
ス
ト
旧
写
（
抄
）
本
が

多
数
現
存
す
る
の
は
、
写
本
の
時
代
が
中
国
に
比
べ
て
現
代
に
近
い
か
ら

ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
寺
社
や
学
校
が
中
国
よ
り
は
ま
し
に
文
化
的
機

能
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
旧
写
（
抄
）
本
自
体
の
示

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
で
は
従
来
、
中
国
の
典
籍
な
か
で
も
経
書
は
侵
す
べ
か
ら

ざ
る
権
威
の
書
で
あ
っ
て
、
論
語
旧
本
の
ご
と
く
巻
子
本
を
折
子
本
や
冊

子
本
へ
と
書
の
形
体
を
改
め

(
6
)
、
根
本
本
の
ご
と
く
書
の
体
裁
を
改

め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
書
の
内
容
に
係
わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
校
合
本
に

よ
る
こ
と
な
く
、
意
を
も
っ
て
改
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
論
語
諸
旧
本
に
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の

は
や
は
り
永
い
転
写
伝
承
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
で
は
大
胆
に
偽
書
が
作
ら
れ
、
改
蹴
も
し
ば
し
ば
行

(2) 
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わ
れ
た
。
例
え
ば
、
明
の
豊
坊
は
子
貢
詩
伝
・
申
培
詩
説
・
古
易
世
学
・

魯
詩
世
学
・
序
伝
・
古
書
世
学
・
春
秋
世
学
な
ど
の
偽
作
で
知
ら
れ
る

(
7
)
。
ま
た
、
論
語
義
疏
を
侠
し
て
約
六
百
年
後
、
清
朝
乾
隆
年
間
に
、

根
本
本
が
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
、
中
国
の
学
術
界
に
大
き
な
反
密
を
ひ
き

起
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
中
国
で
の
そ
の
翻
刻
で

は
清
朝
に
不
都
合
と
さ
れ
た
義
疏
を
改
易
し
て
お
り
、
四
庫
全
書
本
・
武

英
殿
版
本
・
知
不
足
斎
叢
書
本
い
ず
れ
も
改
易
本
で
あ
る

(
8
)
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
推
し
測
る
な
ら
ば
、
論
語
諸
旧
本
に
見
ら
れ
る
異
本

に
つ
い
て
も
、
日
本
と
中
国
と
で
は
、
そ
の
傾
向
に
差
異
が
あ
る
の
は
当

然
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
上
に
見
た
両
国
の
文
化
史
の
概
略
を
踏
ま
え
、
論
語
諸
旧

本
を
そ
れ
ら
の
異
同
の
類
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
根

本
本
は
両
国
文
化
史
上
の
因
縁
が
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
根
本
本
を
も
っ
て

異
同
の
類
型
を
引
き
出
す
た
め
の
指
標
を
設
定
す
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

二

論
語
諸
旧
本
の
異
同
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
は
時
間
的
に
も
労
力
的
に
も
不
経
済
で
あ
る
。
よ
っ
て
小
稿
で
は
、

特
徴
あ
る
指
示
代
詞
注
釈
を
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

根
本
本

(
9
)
の
皇
侃
義
疏
（
皇
疏
）
に
は
、
「
是
此
也
」
「
是
猶
此

也
」
「
然
如
此
也
」
な
ど
、
お
よ
そ
一
二
十
九
例
の
指
示
代
詞
注
釈
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
互
訓
で
あ
り
、
一
種
の
翻
訳
で
あ
る
。
指
示
代
詞
の

注
釈
に
は
、
こ
の
よ
う
な
互
訓
翻
訳
の
ほ
か
に
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を

指
す
か
を
解
釈
し
、
指
示
対
象
を
明
示
す
る
注
釈
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
次
の
十
七
例
で
あ
る
。

学
而
第
一〔
経
〕
学
而
時
習
之

〔

疏

〕

之

之

於

所

学

之

業

也

①

〔
経
〕
其
為
人
也
孝
悌

〔

疏

〕

其

其

孝

悌

也

②

〔
経
〕
父
在
、
観
其
志

〔

疏

〕

其

其

於

人

子

也

③

為
政
第
二〔
経
〕
父
屈
唯
其
疾
之
憂

〔

疏

〕

其

其

於

人

子

也

④

〔
経
〕
視
其
所
以

〔

疏

〕

其

其

彼

人

也

⑤

八
侑
第
三〔
経
〕
是
可
忍
也
、
執
不
可
忍
也

〔

疏

〕

是

猶

此

也

、

此

此

舞

八

侑

之

事

也

⑥

〔
経
〕
其
如
示
斯
乎

〔

疏

〕

斯

此

也

、

此

此

孔

子

掌

中

也

⑦

里
仁
第
四〔
経
〕
造
次
必
於
是

〔
疏
〕
是
是
仁
也

〔
経
〕
不
使
不
仁
者
加
乎
其
身

⑧
 

C 3) 
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一
云
、
其
其
於
仁
者
也

〔疏〕

述
而
第
七〔
経
〕
不
図
為
楽
之
至
於
斯
也

〔
疏
〕
斯
此
也
、
此
指
斉
也
ー

〔
経
〕
再
有
日
、
夫
子
為
衛
君
乎

〔
注
〕
問
其
意
助
蝋
否
乎

〔
疏
〕
其
其
孔
子
也

〔
経
〕
其
為
人
也
発
憤
忘
食

〔
疏
〕
其
其
孔
子
也

泰
伯
第
八〔
経
〕
唐
虞
之
際
、
於
斯
為
盛

〔
疏
〕
斯
此
也
、
此
謂
周
也
ー
ー

子
竿
第
九〔
経
〕
文
不
在
絃
乎

〔
疏
〕
絃
此
也
、
孔
子
自
此
己
也

先
進
第
十
一
〔
経
〕
聞
斯
行
諸

〔
疏
〕
斯
此
也
、
此
此
於
賑
窮
救
乏
之
事
也
⑮

憲
問
第
十
四

〔
経
〕
堂
其
然
乎

〔
疏
〕
哀
氏
日
、
其
然
然
之
也

季
氏
第
十
六

〔
経
〕
君
子
疾
夫

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨
 

〔

疏

〕

夫

夫

再

有

之

言

也

⑰

以
上
の
十
七
例
の
う
ち
、
⑩
⑬
⑭
の
三
例
を
除
い
て
他
の
十
四
例
は
指

示
代
詞
を
重
畳
（
反
復
）
す
る
表
現
形
式
（
構
文
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、

⑯
の
例
は
具
体
的
に
指
示
対
象
を
解
釈
明
示
し
た
注
釈
で
は
な
い
。
指
示

代
詞
に
対
す
る
互
訓
翻
訳
の
注
釈
三
十
九
例
、
お
よ
び
対
象
解
釈
の
注
釈

あ
る
い
は
指
示
代
詞
重
畳
（
反
復
）
形
式
の
注
釈
十
七
例
は
、
日
本
現
存

の
論
語
集
解
義
疏
旧
抄
諸
本
に
お
い
て
も
、
根
本
本
と
同
一
で
あ
る
。

指
示
代
詞
を
重
畳
（
反
復
）
す
る
表
現
形
式
（
構
文
）
は
な
ぜ
か
文
法

家
に
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
構
文
は
、
「
一
云
」
⑨
・

「
哀
氏
日
」
⑥
に
よ
れ
ば
、
皇
侃
に
の
み
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
し

て
日
本
旧
抄
本
に
特
異
な
構
文
で
な
く
、
例
え
ば
、
呂
氏
春
秋
巻
二
貴
生

の
高
誘
（
後
漠
）
注
に
す
で
に
「
此
此
物
也
」
と
あ
り
、
国
語
晋
語
の
罪

昭
（
三
国
呉
）
注
に
も
「
斯
斯
世
子
也
」
と
あ
り
、
漠
魏
六
朝
で
は
よ
く

用
い
ら
れ
た
構
文
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
降
っ
て
、
朱
烈
の
論
語
集
注
に

も
公
治
長
第
五
「
斯
焉
取
斯
」
に
対
し
て
、
「
上
斯
斯
此
人
、
下
斯
斯
此

徳
」
と
い
う
注
釈
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
旧
抄
諸
本
が
幾
重
も
の
転
写
を
経
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皇
疏
に
関
す
る
限
り
異
同
は
少
な
く
、

そ
の
伝
承
は
か
な
り
安
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

対
し
て
、
何
晏
集
解
（
何
注
）
に
見
え
る
指
示
代
詞
注
釈
は
、
諸
旧
本

の
間
に
多
く
の
異
同
が
あ
り
、
伝
承
の
不
安
定
さ
を
示
し
て
い
る
。
根
本

本
に
よ
る
と
、
皇
疏
の
⑩
⑬
⑭
に
相
当
す
る
何
注
に
ま
た
指
示
代
詞
を
璽

畳
（
反
復
）
す
る
表
現
形
式
を
と
る
次
の
例
が
あ
る
。

(4) 
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R
2
 
B, b' 刊 Bl 

A
 

R
に
つ
い
て
は
、

F
 

H
 
此
此
於
周
也

此
斯
於
周
也

斯
此
於
周
也

此
此
於
周

此
斯
於
周

此

此

周

也

a゚ h
 
'a 'A 

入

b
 
A: Aa
 

此
此
斉
也

斯
斯
斉
也

此

斉

也

斯

斉

也

此

斉

斯

斉
斉
也

〔

何

注

〕

〔

皇

疏

〕

⑥

此

此

斉

也

⑩

此

指

斉

也

R

此

此

於

周

也

⑬

此

謂

周

也

⑥

此

自

此

其

身

也

⑭

孔

子

自

此

己

也

今
、
⑥
R
⑥
を
何
注
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
記
号
と
し
、
根
本
本
の
そ
れ
ぞ

れ
の
何
注
に
，
a
b
d
を
当
て
て
基
準
と
し
て
、
他
の
諸
旧
本
（
集
解
本
・

義
疏
本
・
注
疏
本
の
三
種
と
も
）
の
何
注
と
の
異
同
を
見
る
と
、
次
の
よ

う
な
多
く
の
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。

⑥
に
つ
い
て
は
、

A
 

此
自
此
其
身
也

此

自

此

其

身

此
者
自
此
其
身
也

自
此
其
身

自

其

身

℃

此

自

謂

其

身

の
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
右
の
数
字
は
指
示
代
詞
が
二
つ
（
二
字
）
あ
る
も
の
、

左
の
数
字
は
一
っ
（
一
字
）
あ
る
も
の
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
文
字
の
右

肩
ダ
ッ
シ
ュ
、
左
肩
ダ
ッ
シ
ュ
で
一
括
し
た
。
た
だ
し
、
経
の
と
同
じ
斯

字
を
用
い
る
も
の
は
数
字
付
き
大
文
字
、
指
示
代
詞
一
字
の
み
の
場
合
は

左
肩
、
指
示
代
詞
二
字
の
上
字
が
斯
字
で
あ
る
の
は
右
肩
、
下
字
の
場
合

は
右
脚
の
数
字
で
示
し
た
。
ま
た
、
d
は
指
示
代
詞
が
一
字
の
み
で
あ
る

が
、
そ
の
構
文
の
共
通
性
か
ら
C
に
入
れ
た
。
指
示
代
詞
の
な
い
も
の
は

数
字
0
で
示
し
、
ダ
ッ
シ
ュ
な
し
の
大
文
字
で
括
り
、
欠
は
中
国
刊
本
お

よ
び
天
理
大
学
図
書
館
蔵
清
熙
園
本
の
場
合
は
落
丁
・
破
損
・
欠
巻
に
よ

る
の
で
な
く
、
注
釈
そ
の
も
の
が
無
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
を

℃
 c
 
c• c' c' c' b

 

2
 b
 

3
 b
 

4
 

欠

欠

⑥
に
つ
い
て
は
、

c
 
d
 

'B 

'b 

此此此此

於於
周周周
也也

(5) 



124 

甲
類
入
旧

C
型

心
d
I
B
l
⑧

⑨

g
⑲

⑳

⑳

⑳

⑫

国

塁

⑩

⑳

⑱

但
b

欠こ

心
d

⑩

ぎ
D
d

⑦

⑭

⑰

沿
co
⑲

笠
D
e
⑱

a
t
d

⑥
 
D
 
a
 

泊

b
d

岱
d

園

乙
類
入

B
C
型D
i
J
 

斥

m

5
H
2
6
 三

〔
一
〕
日
本
旧
抄
旧
刊
論
語
集
解

以
上
二
十
六
本

用
い
る
の
は
記
述
の
経
済
の
た
め
で
あ
る
。

以
下
、
後
の
付
録
に
列
挙
し
た
論
語
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
日
本
旧
抄

旧
刊
論
語
集
解
六
十
三
本
（
通
番
号
［
印
）
、
日
本
旧
抄
旧
刊
論
語
集
解

義
疏
二
十
本
（
通
番
号
り
印
）
、
中
国
旧
刊
十
本
（
通
番
号
り
印
）
を
調

査
対
象
と
し
て
、
何
注
⑥
R
⑥
の
バ
リ
ア
ン
ト
記
号
の
組
み
合
わ
せ
を
作
っ

て
類
型
を
ひ
き
出
し
、
よ
っ
て
諸
旧
本
の
系
統
的
類
属
関
係
を
見
る
こ
と

に
す
る
。

固

g
⑳

④

⑩

⑬

⑰

⑳

⑳

岡

il a
 

c
 
n} g
 

偽
D
d

⑬

以

上

十

六

本

丙
類

N
B
C
型

I
a
B
i
d

①

⑩

邸

園

⑳

⑳

⑳

⑳

⑬

⑳

岡

岡

心
d

図

g閤
8

A
B
l
欠

認

以

上

十

五

本

残
り
の
⑪
は
b
欠
欠
、
岡
は

A
欠
d
で
、
甲
類
入

B
C
型
と
乙
類

w

甚
型
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、
岡
は
欠
げ
d
で
、
乙
類
入

B
C
型
と
丙
類

岱
C
型
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
ま
た
図
⑳
欠
欠
d
‘
⑩

ao欠
d
は、

類
属
が
ま
っ
た
く
定
ま
ら
な
い
。

甲
類
入

B
C
型
の
園
は
い
わ
ゆ
る
千
鍾
堂
版
本
で
あ
り
、
こ
の
版
本
系

は
調
査
対
象
と
し
て
い
な
い
数
本
も
同
じ
く
h
t
d
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
。
一
方
、
同
じ
く
脱
長
十
四
年
古
活
字
版
本
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

も、

8
は
乙
類
入

B
C
型
、
瞬
は
甲
類
入
B
C
型
で
、
二
類
に
分
か
れ
る
。

ま
た
、
正
平
版
に
は
、
双
跛
本
（
ま
た
別
種
本
が
あ
る
）
。
単
跛
本
・

無
跛
本
の
三
種

(10)
が
あ
り
、
江
戸
時
代
以
来
、
同
じ
く
正
平
版
と
し

て
、
出
版
の
先
後
あ
る
い
は
い
ず
れ
が
祖
版
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て

る
。
バ
リ
ア
ン
ト
記
号
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
双
跛
本
の
②
は

a
b
欠
で

泊

F
e

b
F
d
 

a
F
A
 

a
F
d
 

a
F
e
 

(6) 
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甲
類
入

B
C
型

h
¥
d

⑭
 

乙
類
入

B
C
型

h
B
t
d

い

切

⑬

罰

⑱

丙
類
パ

B
C
型

l
a
b
d

⑨

③

 

,
a
B
t
d

囚

伺

⑧

⑪

仰

個

⑲

⑳

laBt
欠

⑥

以

上

十

一

本

丁
類
入
欠
C
型

は
欠
d

⑯

以

上

一

本

残
り
の
⑩
は
欠
欠
欠
‘
⑬
は
欠
欠
d
で
、
類
属
は
定
ま
ら
な
い
。
根
本

〔
二
〕
日
本
旧
抄
旧
刊
論
語
集
解
義
疏

以
上
五
本

以
上
一
本

甲
頬
入
B
C
型
（
日
本
旧
本
で
は
⑥
が
欠
落
し
て
い
な
け
れ
ば
す
べ
て

C

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
）
、
双
跛
別
種
本
の
⑤
は
b
げ

d
で
乙
類
入

B
C
型

で
あ
る
。
単
跛
本
③
⑧
⑳
は
す
べ
て

h
b
d
で
前
者
に
属
し
、
無
跛
本
即

は
h
u
¢
で
後
者
に
属
す
。
正
平
版
三
種
の
こ
の
二
類
型
は
従
来
の
問
題

を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。

次
は
各
類
型
に
属
す
る
最
も
早
い
旧
本
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

甲
⑬
正
和
四
年
(
-
三
一
五
）
抄
本

乙
⑳
建
武
四
年
（
―
-
―
-
三
七
）
記
本

(11)

丙
⑬
南
北
朝
（
一
―
―
―
―
―
―

-
I九
二
）
抄
円
珠
経
題
本

(12)

本
は
寛
延
•
五
年
・
元
治
元
年
等
の
版
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

'
a
B

e
、
中
国
で
の
数
次
の
翻
刻
本
も
同
様
で
あ
っ
て
、
丙
類

N
B
C
型
で
あ

る
。
丁
類
の
佃h
欠
6

の
欠
は
、
落
T

・
破
損
•
欠
巻
な
ど
で
欠
と
な
っ

て
い
る
他
の
日
本
旧
本
と
異
な
り
、
足
本
（
完
本
）
で
あ
っ
て
し
か
も
何

注
R
が
無
い
。
こ
れ
が
丁
類
を
立
て
た
狸
由
で
あ
る
。

次
は
各
類
型
に
属
す
る
早
出
の
旧
本
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

甲
⑭
江
戸
抄
本

乙
切
文
明
十
九
年
(
-
四
八
七
）
抄
本

丙
⑳
文
明
九
年
抄
本

丁
閥
足
利
中
期
(
+
五
世
紀
）
抄
消
熙
園
本

（
注
疏
本
）

丁
類
入
欠
C
型

泊
欠
d

④
⑧

丁
類
入
欠
℃
型

泊
欠
d

①
②
③
（
集
解
本
）

固
⑱
の
⑱
⑩
（
注
疏
本
）
以
ヒ
十
本

次
は
丁
類
の
各
区
分
の
代
表
的
（
最
も
早
い
？
）
旧
本
を
掲
げ
た
も
の

で
あ
る
。

丁
切
南
宋
（
一
―
二
七
ー
ニ
ご
一
九
）
蜀
刊
本

3
冗
至
正
(
-
三
四
一
ー
六
七
）
覆
宋
刊
本

⑮
明
嘉
靖
(
-
五
―
一
ー
六
六
）
福
建
刊
本

中
国
旧
刊
本

(7) 
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丁 丙 乙 甲

II I III II I II I II I 

'A /,{ !{ 'A 'A 'A 'A 
欠 旦’ B'""' ' 且’ B' 

'"B """ 'B 
塁℃ C' C' C' C' C' C' 
本

½. .N. I{ 'A 'A 

喜欠 且＇ B' 旦’ 'B 
C' C' C' C' C' 本

i¥ 'A 
注

欠 欠 疏
℃ C' 本

四

以
上
の
如
く
、
論
語
旧
本
は
甲
乙
丙
丁
の
四
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
た
だ
し
、
日
本
旧
本
は
集
解
本
も
義
疏
本
も
ほ
と
ん
ど
甲
乙
丙
の

三
類
に
収
ま
り
、
丁
類
は
義
疏
本
栂
の
一
本
で
、
R
を
欠
く
極
め
て
例
外

的
な
類
型
で
あ
る
。
対
し
て
、
中
国
旧
刊
本
は
集
解
本
も
注
疏
本
も
す
べ

て
丁
類
で
あ
る
。

各
類
型
に
は
そ
れ
ぞ
れ
⑥
⑥
⑥
の
バ
リ
ア
ン
ト
に
異
な
っ
た
分
布
傾
向

が
あ
る
。
そ
れ
は
甲
乙
丙
三
類
で
は
斯
字
を
含
む
か
否
か
に
在
る
。
ま
た
、

日
本
旧
本
で
は
⑥
の
バ
リ
ア
ン
ト
は
す
べ
て

C
で
あ
る
が
、
中
国
旧
刊
本

に
は

C
の
ほ
か
に
℃
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
各
類
型
は
さ
ら
に
内
分
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
、
斯
字
を
含
む
場
合
は
下
線
を
引
き
、
日
中
両
国
の

旧
本
の
、
集
解
本
・
義
疏
本
・
注
疏
本
を
通
貫
し
て
、
甲
乙
丙
丁
四
類
型

と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
分
と
を
表
に
す
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

⑥
R
⑥
の
多
様
な
バ
リ
ア
ン
ト
は
、
そ
の
う
ち
に
は
転
写
上
で
生
じ
た

も
の
が
あ
り
、
校
改
に
よ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ

ら
の
出
現
に
は
時
代
的
先
後
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
甲
乙
丙
丁
四
類
型
九

区
分
を
、
仮
り
に
そ
ぞ
れ
の
区
分
に
属
す
る
早
出
旧
本
に
よ
っ
て
並
べ
て

み
る
と
、
次
の
順
に
な
る
。

丁
I

入
欠
C

注
疏
本
④
（
一
―
二
七
I

―
二
七
九
）

甲
I

入
B
C

集
解
本
叩
(
-
三
一
五
）

乙
I

入
B
C

集
解
本
説
（
―
-
―
-
三
七
）

丁
II

入
欠
℃
集
解
本
①
（
一
三
四
一
ー
六
七
）

丙
II

パ

g
C

集
解
本
⑬
（
一
三
三
一
ー
九
二
）

丙
II

パ
ぜ

C

義
疏
本
⑳
（
一
四
七
七
）

丁
I

入
欠
C

義
疏
本
⑱
（
十
五
世
紀
）

乙
II

沿＿
C

義
疏
本

m
（
一
四
八
七
）

乙
II

入
ぜ

C

集
解
本
邸
（
一
五
一
五
）

甲
II

込
B
C

集
解
本
醐
(
-
五
二
四
）

丁
II

入
欠
℃
注
疏
本
⑥
(
-
五
ニ
ニ
ー
六
六
）

丙

田

パ

豆

C

集
解
本
認
（
室
町
時
代
）

甲
I

入
B
C

義
疏
本
叶
（
江
戸
時
代
）

丙
I

パ
B
C

義
疏
本
③
（
一
七
五
〇
）

む
ろ
ん
こ
の
順
は
、
も
し
亡
ん
だ
で
あ
ろ
う
旧
本
を
も
勧
定
に
入
れ
る

こ
と
が
き
る
な
ら
ば
、
類
型
区
分
の
先
後
が
変
わ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実

際
の
出
現
先
後
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
目
安
に
す
ぎ
な
い
。

(8) 
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呉
氏
佑
宋
本
朱
注

(15)

図
書
寮
本
④
邪
疏

文
明
抄
本
⑳
皇
疏

図
書
寮
本
④
何
注

敦
煽
本
鄭
注

(14)

〇
絃
此
也
、
孔
子
自
此
其
身

⇔
後
死
者
亦
孔
子
自
謂
後
死

0
絃
此
也
（
略
）
此
自
此
其
身

⇔

孔

子

自

謂

後

死

〇

絃

此

也

孔

子

自

此

己

也

⇔

後

死

‘

孔

子

自

謂

也

〇
絃
此
也

⇔
後
死
者
、

0
絃
此
也
、

経

0

文
王
既
没
、
文
不
在
絃
乎

経
⇔
後
死
者
不
得
与
於
斯
文
也

孔
子
自
謂

孔
子
自
謂

也

五

日
本
の
旧
本
は

C
の
み
で
あ
り
、
中
国
の
旧
本
は
C
と
℃
と
二
種
が
あ

る
。
玩
元
（
一
七
六
四
ー
一
八
四
九
）
は
、
「
今
の
注
疏
本
は
、
そ
も
そ

も
後
人
が
朱
文
公
本
に
依
っ
て
校
改
し
た
も
の
で
、
邪
氏
の
も
と
の
ま
ま

で
は
な
い

(13)
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
論
語
集
注
（
朱
注
）
を
見
る
と
、

⑥
は
「
孔
子
自
謂
」
と
注
し
、
玩
元
の
見
る
を
得
た
注
疏
本
が
「
此
自
謂

其
身
」
と
作
る
構
文
と
近
似
す
る
。
注
釈
対
象
の
「
此
」
で
は
な
く
、
主

体
の
「
孔
子
」
を
主
語
に
と
る
注
釈
は
、
す
で
に
皇
疏
に
あ
り
、
さ
ら
に

の
ぽ
っ
て
論
語
鄭
玄
注
（
鄭
注
）
に
も
あ
る
。
今
、
次
の
経
（
⇔
は
り
の

後
続
の
一
節
）
の
「
絃
」
と
「
後
死
者
」
と
に
対
す
る
諸
注
を
並
記
し
て

み
る
。

⇔

孔

子

自

謂

後

死

者

0
絃
此
也
（
略
）
此
自
謂
其
身

⇔

孔

子

自

謂

後

死

一
覧
す
る
と
、
鄭
注
か
ら
何
注
へ
、
そ
れ
か
ら
皇
疏
•
邪
疏
へ
(
1
6
)

と
、
次
つ
ぎ
に
参
酌
し
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
朱
煎

が
鄭
注
・
皇
疏
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
朱
注
は
何
注
・

邪
疏
を
参
酌
し
て
作
ら
れ
、
ま
た
玩
元
の
発
言
に
従
う
な
ら
ば
、
朱
注
に

よ
っ
て
注
疏
本
の
何
注
が

C
か
ら
℃
に
校
改
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
①
元
覆
宋
世
採
堂
刊
本
・
②
元
肝
郡
重
刊
宋
蓼
氏
本
の
二
本
が

℃
、
⑱
冗
元
貞
平
水
本
が
C
で
あ
っ
て
、

C
と
℃
、
二
種
の
何
注
が
元
代

ま
で
並
行
し
て
い
た
。
ま
た
①
②
の
テ
キ
ス
ト
が
宋
本
を
忠
実
に
伝
え
て

い
る
と
す
れ
ば
、
④
南
宋
蜀
刊
本
の
C
と
と
も
に
、

C
℃
二
種
の
何
注
は

南
宋
で
す
で
に
並
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ま
た
南
朝
宋
の
袈

姻
が
施
し
た
史
記
孔
子
世
家
の
集
解
に
「
此
自
謂
其
身
也
」
と
引
く
。
こ

れ
が
確
か
に
南
朝
宋
（
四
二

O
I七
九
）
の
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
も
の
と

す
れ
ば
、
注
疏
本
の

C
は
明
ら
か
に
朱
注
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

⑪
嘉
元
元
年
抄
本
は
巻
子
本
、
⑫
正
和
四
年
抄
本
、
⑬
嘉
暦
三
年
抄
本
、

⑳
建
武
四
年
記
本
、
⑱
貞
和
二
年
記
本
の
四
本
は
巻
子
改
め
折
子
本
で
、

す
べ
て

C
(
d
)
で
あ
る
。
こ
の
書
形
の
如
く
C
も
唐
代
巻
子
本
の
何
注

を
伝
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
晩
く
と
も
唐
代
に
は

C
℃
二
種
の
何
注
が
並

存
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
日
本
の
諸
旧
本
は
、
す
べ
て

C
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
何
注
C
の
居
代
巻
子
本
を
祖
本
と
す
る
と
一
応
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。
た
だ
し
、
伝
承
の
問
題
は
小
稿
の
目
的
で
は
な
い
。

玩
元
本
⑩
何
注

C 9) 
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日
本
の
諸
旧
本
は
⑥
が
C
の
み
で
一
定
で
あ
る
か
ら
、
甲
乙
丙
三
類
型

を
決
定
し
て
い
る
の
は
R
R
の
バ
リ
ア
ン
ト
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

六

義
疏
本
で

B
で
あ
る
の
は
丙
I
の
⑱
⑱
根
本
本
の
み
で
あ
り
、
集
解
本

で
B
で
あ
る
の
は
乙

I
の
類
型
区
分
の
み
で
あ
る
。
根
本
本
は
集
解
本
の

乙
I
の
一
本
を
も
っ
て
校
改
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
義
疏
本
で
入
B
で
あ

る
の
は
甲
I
の
似
江
戸
抄
本
一
本
の
み
で
あ
り
、
集
解
本
で
入

B
で
あ
る

の
は
甲
I
の
類
型
区
分
の
み
で
あ
る
。

M
ほ
集
解
本
の
甲
I
の
一
本
を
も
っ

て
校
改
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
義
疏
本
の
類
型
区
分
か
ら
甲
I

と
丙
I
と
を
除
け
ば
、
残
り
は
乙
II
・
丙
II
・
丁
I
の
三
類
型
の
三
区
分

で
あ
る
。

武
内
義
雄
説
に
、
義
疏
本
に
は
、
朱
注
の
影
響
の
あ
る
宝
徳
本
系
統
と
、

朱
注
の
蹴
入
が
な
い
文
明
（
九
年
）
本
系
統
と
が
あ
る
、
と
い
う

(17)
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
仰
宝
徳
一
―
一
年
抄
本
・

m文
明
十
九
年
抄
本
・
⑧
室
町
抄

宝
勝
院
本
・
個
図
書
寮
蔵
室
町
抄
本
な
ど
が
一
系
統
、
・
文
明
九
年
抄
本
・

⑬
室
町
末
抄
延
徳
二
年
記
本
・
仰
足
利
中
期
抄
清
熙
園
本
・
田
室
町
抄
睦

子
署
本
（
足
利
学
本
）
な
ど
が
一
系
統
を
つ
く
る
。
類
型
区
分
と
の
関
係

を
見
る
と
、
宝
徳
本
系
は
乙
I
I
(
N
区

G
)
、
文
明
（
九
年
）
本
系
は

丙
I
I
(
入

B
―
C
)
に
当
る
。
た
だ
し
、
宝
徳
本
系
と
さ
れ
て
い
る

m文

明
十
九
年
抄
本
は
入

B
-
C
で
、
文
明
（
九
年
）
本
系
に
類
し
、
文
明

（
九
年
）
本
系
と
さ
れ
て
い
る
⑯
足
利
期
抄
清
煕
園
本
は
入
欠
C

（丁
I
）

で
、
例
外
と
な
る
。

武
内

ま
た
、
武
内
説
は
、
集
解
本
を
中
原
家
学
本
系
と
清
原
家
学
本
系
と
の

一
系
統
に
分
け
る
。
中
原
家
学
本
に
は
⑪
嘉
元
元
年
抄
本
・
⑩
元
応
二
年

抄
本
・
⑱
貞
和
一
―
一
年
記
宗
重
本
な
ど
を
数
え
、
清
原
家
学
本
（
教
隆
本
）

は
さ
ら
に
京
都
清
原
家
学
本
系
と
し
て
正
平
版
系
を
あ
げ
、
鎌
倉
清
原
家

学
本
系
と
し
て
叩
正
和
四
年
抄
本
・
・
⑫
嘉
暦
一
―
―
年
抄
本
・
③
建
武
四
年
記

本
・
醐
永
正
九
年
抄
本
・
⑨
津
藩
有
造
館
蔵
版
縮
臨
刊
本
な
ど
を
あ
げ
る

(18)
。
こ
れ
ら
は
類
型
区
分
で
は
甲
I
(
入
B
C
l
)
か
乙
I
(
入
B
C
l
)
か

に
属
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
集
解
本
の
乙
II
（入

B

＿C
)
と
丙
I
I
(
N

B
-
c
l
)
と
は
ど
う
し
て
生
じ
た
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
義
疏
本
に
よ

る
校
改
で
あ
る
。
ま
た
義
疏
本
の
丁

I

（
入
欠

C
)
は
ど
う
か
。
義
疏

本
は
ほ
と
ん
ど
疏
の
後
あ
る
い
は
前
に
邪
疏
を
蹴
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
見
て
、
丁
I

（
入
欠
cl)
の
注
疏
本
に
よ
っ
て
校
改
さ
れ
、
⑯
足
利
中

期
抄
清
煕
園
本
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
パ
・

B
あ
る
い
は

N
B
に
現
存
義
疏
本
の
典
型
的
な
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
も
と
も
と

義
疏
本
の
何
注
で
あ
っ
た
か
否
か
の
問
題
が
残
る
。

以
上
小
稿
で
試
み
た
論
語
旧
本
の
類
型
区
分
は
、
根
本
本
何
注
の
特
殊

な
指
示
代
詞
注
釈
を
指
標
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
献
整
理
上

か
な
り
有
効
な
目
安
と
な
る
。
さ
ら
に
別
の
複
数
の
指
標
を
立
て
て
補
正

す
る
な
ら
ば
、
よ
り
精
密
な
類
型
区
分
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

注
(
1
)
正
乎
版
論
語
源
流
孜
―
叙
説
（
昭
和
五
十
三
年
角
川
書
店

義
雄
全
集
第
二
巻
四

0
二
頁
）

CI o) 
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義
雄
全
集
第
二
巻
四

0
二
頁
）

(
2
)
論
語
諸
旧
本
の
奥
書
・
識
識
・
署
名
•
印
記
な
ど
に
よ
る
。

(
3
)
文
明
本
節
用
集
「
壇
家
」
。

壇
家
制
度
「
中
世
末
期
に
自
然
に
成
立
し
た
が
、
徳
川
幕
府
は
こ

れ
を
と
り
あ
げ
て
強
行
し
た
。
」
（
昭
和
五
十
六
年
東
京
書
籍

中
村
元
著
仏
教
語
大
辞
典
）
こ
の
制
度
の
成
立
背
景
に
は
キ
リ

ス
ト
教
禁
圧
の
一
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
た
宗
門
人
別
改
め
が
あ

る。

(
4
)
長
興
三
年
二
月
辛
未
中
書
奏
諸
依
石
経
文
字
刻
九
経
印
板
（
『
旧

五
代
史
』
後
唐
明
宗
紀
）

(
5
)
唐
末
宋
初
、
紗
録
変
而
為
印
築
、
巻
軸
変
而
為
書
冊
。
（
明
、
胡

応
麟
、
少
室
山
房
筆
叢
正
集
、
経
籍
会
通
四
）

(
6
)
後
の
付
録
に
列
記
し
た
叩
正
和
四
年
抄
本
ぶ
匹
嘉
暦
三
年
抄
本
・

rーク

咆
建
武
四
年
記
本
・
⑱
貞
和
一
一
年
記
本
は
巻
子
改
装
折
子
本
、
②

正
乎
十
九
年
刊
本
は
巻
子
改
摺
冊
子
本
で
あ
る
。

(
7
)
豊
熙
偽
尚
書
（
日
知
録
巻
第
二
）
・
挑
際
恒
古
今
偽
書
考
•
朱
葬

尊
経
義
考
や
「
古
書
の
幻
想
と
文
字
の
魅
惑
」
（
乎
岡
武
夫
著

経
書
の
伝
統
第
五
章
）
参
照

(
8
)
藤
塚
鄭
「
日
本
刻
皇
侃
論
語
疏
義
の
清
朝
経
学
に
及
ぽ
せ
る
影
聾
」

（
東
京
漢
学
会
雑
誌
八
巻
三
号
）

(
9
)
大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵
寛
延
一
―
一
年
刊
本

(10)
双
跛
と
は
「
堺
浦
道
祐
居
士
重
新
命
工
鍍
梓
」
（
巻
末
）
と
「
学

古
神
徳
楷
法
日
下
逸
人
貫
書
」
（
第
十
巻
末
尾
欄
外
）
と
が
あ
る

付
録

付
記

も
の
、
単
跛
と
は
欄
外
の
跛
が
な
い
も
の
、
無
跛
と
は
両
跛
が
な

い
も
の
。

(11)
こ
こ
の
「
記
」
は
書
写
（
抄
）
に
直
接
関
係
し
な
い
年
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。

(12)
円
珠
経
え
ん
じ
ゅ
き
ょ
う
参
考
、
随
筆
・
南
留
別
志
「
論
語

を
円
珠
経
と
い
へ
る
は
五
山
の
僧
の
云
ひ
習
わ
し
た
る
に
や
と
思

い
し
に
、
曽
我
物
語
に
見
え
た
れ
ば
、
博
士
の
家
の
詞
な
る
べ
し
。
」

(13)

「
今
注
疏
本
、
乃
後
人
依
朱
公
本
校
改
、
非
邪
氏
之
旧
突
。
」

（
論
語
憲
問
篇
「
君
子
恥
其
言
而
過
其
行
」
条
の
玩
元
校
勘
記
）

(14)
金
谷
治
編
唐
抄
本
鄭
氏
注
論
語
集
成
に
よ
る
。

(15)
昭
和
三
十
四
年
書
籍
文
物
流
通
会
発
行
影
瑣
川
呉
氏
切
宋
刊
本

(16)

「
国
朝
（
北
宋
）
の
那
局
等
、
之
（
皇
侃
論
語
義
疏
）
に
由
り
て

此
の
書
（
論
語
注
疏
）
を
撰
す
。
」
（
晶
公
武
郡
斎
読
書
志
）

(17)
校
論
語
義
疏
雑
識
二
「
現
存
せ
る
皇
疏
旧
抄
本
」
（
武
内
義
雄
全

集
第
一
巻
）

(18)
正
平
版
論
語
源
流
孜
ー
本
邦
旧
紗
本
論
語
の
二
系
統
ー
（
武
内
義

雄
全
集
第
二
巻
）

本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
・
六
十
年
両
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成

金
に
よ
る
「
清
代
経
学
の
解
釈
技
法
と
論
理
」
の
た
め
の
基
礎
作

業
の
つ
で
あ
る
。

調
査
テ
キ
ス
ト

(11) 
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論
語
集
解
足
利
学
校
遣
碩
図
書
館

①
江
戸
初
期
抄
九
華
本

大
阪
府
立
図
書
館

②
正
平
十
九
年
堺
浦
道
祐
居
士
初
刊
双
跛
本

③
正
平
版
単
跛
本
（
狩
谷
披
斎
旧
蔵
）

④
慶
長
古
活
字
本
（
小
汀
氏
旧
蔵
）

⑤
江
戸
初
期
梅
仙
東
通
抄
正
平
版
双
跛
本

⑥
天
明
三
年
刊
千
鐘
堂
版
本

⑦
九
経
古
伝
本

懐
徳
堂
文
庫
大
阪
大
学
図
書
館

⑧
正
平
版
単
跛
本

⑨
津
藩
有
造
館
蔵
版
縮
臨
刊
本

⑩
日
本
刊
本
（
読
精
堂
旧
蔵
）

国
立
京
都
博
物
館

m嘉
元
元
年
大
法
師
了
抄
本
（
栂
尾
高
山
寺
所
有
）

国
立
国
会
図
書
館

⑫
永
録
元
年
記
旧
抄
本
（
亀
田
文
庫
旧
蔵
）

⑬
塵
長
版
本
（
高
木
家
旧
蔵
）

⑱
慶
長
版
臨
風
亭
本

日
本
旧
抄
・
旧
刊
本

⑬
江
戸
初
期
抄
足
利
九
華
本

斯
道
文
庫
腹
応
義
賂
附
属
研
究
所

⑯
応
永
―
―
-
+
―
―
一
年
青
華
道
人
抄
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

•
印
室
町
末
期
一

1一
十
郎
盛
政
抄
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

⑱
室
町
末
近
世
初
抄
本

⑲
天
文
十
八
年
沙
弥
道
恵
抄
本
（
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
）

⑳
室
町
抄
青
蓮
王
府
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

⑳
室
町
抄
戒
光
院
公
用
本

園
永
禄
三
年
文
彦
抄
本
（
高
本
家
旧
蔵
）

⑳
室
町
抄
沢
殿
蔵
書
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

⑳
室
町
末
抄
本

邸
室
町
抄
魯
論
外
題
本
（
南
発
文
庫
旧
蔵
）

⑳
室
町
後
期
抄
円
珠
外
題
本
（
北
総
林
氏
旧
蔵
）

⑳
室
町
抄
天
海
舜
政
禅
師
真
蹟
本

⑳
慶
長
十
五
年
祐
恰
本
（
狩
谷
腋
斎
旧
蔵
）

岡
室
町
抄
羅
月
庵
本
（
林
氏
落
合
氏
旧
蔵
）

⑳
艇
長
十
四
年
宗
与
刊
本
（
三
井
家
旧
蔵
）

⑳
慶
長
覆
刊
古
活
字
版
本
（
北
総
林
氏
旧
蔵
）

神
宮
文
庫
伊
勢
神
宮

⑲
室
町
末
期
抄
魯
論
表
題
本
（
掛
川
文
庫
旧
蔵
）

g
室
町
末
期
抄
興
聖
寺
本
（
江
藤
文
庫
旧
蔵
）

閥
江
戸
初
期
抄
魯
論
題
本

成
箕
堂
文
庫
主
婦
の
友
社
お
茶
の
水
図
書
館

(12) 
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固
室
町
末
期
抄
零
本
（
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
）

醐
室
町
末
期
抄
洒
竹
文
庫
本
（
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
）

大
東
急
記
念
文
庫

加
鎌
倉
末
抄
建
武
四
年
清
原
頼
元
手
校
本

⑳
正
平
版
単
跛
本
（
久
原
文
庫
旧
蔵
）

•
⑳
論
語
旧
抄
江
戸
初
古
活
字
刊
本
（
久
原
文
庫
旧
蔵
）

⑩
寛
政
二
年
吉
田
筐
欺
校
刊
本
（
三
井
家
旧
蔵
）

虹
論
語
大
全
江
戸
抄
本
（
南
察
文
庫
旧
蔵
）

図
書
寮
宮
内
庁

⑬
嘉
暦
三
年
釈
禅
澄
抄
魯
論
題
本

⑬
南
北
朝
期
抄
圃
珠
経
題
本
（
宗
重
本
）

⑭
室
町
中
期
抄
魯
論
題
本

⑱
室
町
中
期
抄
闘
珠
経
題
本

⑱
天
保
八
年
刊
縮
臨
本

東
洋
文
庫

⑰
正
和
四
年
清
原
教
隆
抄
本

⑱
貞
和
三
年
記
宗
重
本
（
塩
穴
寺
旧
蔵
）

⑱
正
平
版
単
跛
逍
遥
院
実
隆
公
記
本

図
覆
刻
正
平
版
双
跛
不
忍
文
庫
本

却
正
平
版
無
跛
魯
論
題
本

岡
寛
正
元
年
抄
応
永
十
七
年
記
本
（
池
田
光
政
旧
蔵
）

図
永
正
九
年
抄
本

邸
永
正
十
二
年
抄
零
本

岡
大
永
四
年
抄
本
（
藤
原
・
狩
谷
•
木
村
伝
蔵
）

闊
永
禄
六
年
義
住
抄
本

邸
慶
長
十
四
年
活
字
版
本
（
弘
前
渋
江
氏
旧
蔵
）

園
古
活
字
版
本

蓬
左
文
庫
名
古
屋
市

岡
元
応
二
年
釈
教
闘
抄
本

図
室
町
抄
神
村
忠
貞
校
本

龍
谷
大
学
図
書
館

卿
正
平
版
無
跛
本

認
室
町
抄
本

園
魯
語
題
本

論
語
義
疏
足
利
学
校
遺
碩
図
書
館

田
室
町
抄
睦
子
署
本

大
阪
府
立
図
書
館

⑫
寛
延
三
年
刊
根
本
遜
志
校
本

⑱
元
治
元
年
刊
根
本
遜
志
校
本

国
立
国
会
図
書
館

⑭
文
明
十
四
年
抄
本

斯
道
文
庫

⑮
室
町
抄
江
風
山
月
荘
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

⑲
室
町
抄
小
島
氏
図
書
館
記
本
（
北
総
林
氏
旧
蔵
）

(13) 
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切
文
明
十
九
年
周
篤
抄
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

僻
室
町
抄
宝
勝
院
本
（
安
田
文
庫
旧
蔵
）

神
宮
文
庫

側
室
町
抄
秋
月
香
風
楼
磯
氏
本
（
江
藤
氏
旧
蔵
）

成
箕
堂
文
庫

⑩
宝
徳
三
年
抄
本
（
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
）

｝
 
姐
慶
長
元
和
補
抄

大
東
急
記
念
文
庫

｝
 
1
2
室
町
末
抄
本

｛
 
｝
 
⑬
室
町
末
抄
延
徳
二
年
記
本
（
久
原
文
庫
旧
蔵
）

但
江
戸
抄
本

図
書
寮

'̀I 
15
室
町
抄
本

｛
 
天
理
大
学
図
書
館

｝
 
16
足
利
中
期
抄
清
煕
園
本
（
阪
本
準
乎
旧
蔵
）

｛
 
東
洋
文
庫

｝
 
17
鳳
分
表
題
米
沢
蔵
書
古
謄
本

H
 
18
古
抄
上
原
氏
蔵
書
記
本

蓬
左
文
庫

l̀f 
19
室
町
中
期
抄
本

｛
 
龍
谷
大
学
図
書
館

l̀f 
20
文
明
九
年
雁
孝
抄
本
（
西
本
願
寺
写
字
台
旧
蔵
）

｛
 

論
語
集
解
故
宮
博
物
院
善
本
叢
書

①
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
元
至
正
覆
宋
世
採
堂
刊
本

民
国
五
十
九
年
景
印

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

②
元
肝
郡
重
刊
宋
蓼
氏
本
民
国
二
十
一
年
景
印

③
明
永
懐
堂
刊
本
同
治
八
年
浙
江
書
局
校
刊

論
語
注
疏
大
阪
府
立
図
書
館

④
図
書
寮
蔵
南
宋
蜀
刊
本
昭
和
五
年
渋
沢
景
印

⑥
明
嘉
靖
福
建
刊
本
（
間
本
）

⑥
明
萬
暦
十
四
年
国
子
監
刊
本
（
監
本
）

⑦
明
崇
禎
古
虞
毛
氏
汲
古
閣
刊
本
（
毛
本
）

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

⑧
貴
池
劉
氏
蔵
元
元
貞
平
水
刊
本
光
緒
三
十
年
劉
氏
景
印

⑲
清
乾
隆
四
年
武
英
殿
校
刊
本
（
殿
本
）

⑩
玩
元
蔵
重
刊
宋
本
二
十
年
江
西
南
昌
府
学
開
板
（
玩
元
本
）

中
国
旧
刊
本

(14) 




